
　

木
村
龍
寛
は
、
日
本
の
福
井
県
武
生
市
で
、
一
八
八
二
年
に
生
ま
れ
た
。
氏
は
一
八
九
三
年
同
市
の
小
学
校
で
の
勉
学
を
終
え
て
、
或
る
塾
に
入
っ

た
。
そ
こ
で
勉
強
し
て
、
氏
は
仏
教
に
沙
門
と
し
て
入
門
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
九
〇
四
年
ま
で
京
都
と
大
阪
で
、
日
蓮
宗
の
い
ろ
い
ろ
な
研
究
機
関
で
、

研
究
と
瞑
想
を
行
っ
た
。
一
九
〇
四
年
東
京
に
行
っ
て
氏
は
、
正
則
英
語
学
校
に
入
学
し
た
。
そ
こ
で
二
年
間
英
語
を
学
ん
だ
後
、
氏
は
一
九
〇
六
年

東
洋
大
学
に
入
学
し
た
。
当
時
氏
は
或
る
お
寺
の
僧
侶
に
も
な
っ
て
い
た
。
仏
教
と
日
蓮
に
対
し
て
氏
の
尊
崇
と
献
身
は
は
か
り
知
れ
な
か
っ
た
。
氏

は
年
令
は
ま
だ
若
か
っ
た
が
、
世
俗
の
信
者
た
ち
の
間
で
多
く
の
人
々
が
氏
の
高
徳
を
見
て
感
動
し
て
い
た
。
彼
等
は
氏
を
心
の
裡
か
ら
尊
敬
し
支
持

し
て
い
た
。
東
洋
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
、
氏
の
心
の
中
に
イ
ン
ド
に
行
く
望
み
が
形
づ
く
ら
れ
、
そ
れ
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
氏
は
仏
教

の
真
の
意
味
、
教
理
や
教
義
に
つ
い
て
知
識
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
パ
ー
リ
語
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
パ
ー
リ
語
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
イ
ン
ド
に
行
く
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
日
蓮
宗
が

氏
を
イ
ン
ド
に
送
っ
た
。
イ
ン
ド
に
行
く
前
に
、
氏
の
檀
家
の
人
々
は
皆
で
氏
に
対
し
て
盛
大
な
お
別
れ
会
を
催
し
、
出
来
る
限
り
経
済
的
援
助
を
し

て
く
れ
た
。
木
村
龍
寛
は
大
変
張
り
切
っ
て
イ
ン
ド
に
向
か
っ
て
、
最
初
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
当
時
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
仏
教
社
会
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
氏
は
仏
教
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
ら
、
そ
し
て
仏
教
の
研
究
を
す
る
な
ら
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
が
そ
の
ふ
さ

わ
し
い
場
所
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
木
村
龍
寛
は
一
九
〇
八
年
に
イ
ン
ド
に
行
っ
た
。
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氏
は
大
乗
仏
教
を
学
ぶ
た
め
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
小
乗
仏
教
を
学
ぶ
た
め
に
、
パ
ー
リ
語
を
学
ぶ
決
意
を
し
た
。
そ
こ
で
氏
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
を
学
ぶ
た
め
に
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
或
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
校
に
入
学
し
た
。
そ
こ
で
三
年
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
学
び
、
氏
は
一
九
一
一
年
に

カ
ル
カ
ッ
タ
に
行
か
れ
た
。
チ
ッ
タ
ゴ
ン
滞
在
中
、
氏
は
日
夜
精
一
杯
勉
学
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
氏
は
仏
教
哲
学
、
仏
教
戒
律
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、

パ
ー
リ
語
を
深
く
研
究
さ
れ
た
。
そ
し
て
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
仏
教
徒
た
ち
と
氏
は
深
く
交
わ
れ
た
。
そ
こ
で
氏
は
、
ベ
ン
ガ
ル
語
は
お
ろ
か
、
チ
ッ
タ
ゴ

ン
の
方
言
さ
え
も
自
分
の
母
国
語
の
よ
う
に
喋
る
こ
と
が
で
き
た
。
ベ
ン
ガ
ル
人
た
ち
を
氏
は
大
変
愛
さ
れ
、
ベ
ン
ガ
ル
人
の
生
活
を
氏
は
心
か
ら
受

け
入
れ
、
い
わ
ば
、
ベ
ン
ガ
ル
文
化
の
中
に
氏
は
す
っ
か
り
ひ
た
り
込
ま
れ
た
。
木
村
龍
寛
は
身
体
的
、
精
神
的
に
耐
え
難
い
困
難
に
耐
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
木
村
龍
寛
の
誕
生
か
ら
二
十
五
年
の
中
で
、
氏
の
父
は
繰
り
返
し
九
回
離
婚
し
た

―
こ
の
た
め
木
村
氏
の
心
は
或
る
言
い
知
れ
ぬ
、
そ
し

て
は
か
り
知
れ
な
い
苦
悩
に
、
常
に
信
じ
難
い
程
苛
ま
れ
て
い
た
。
氏
は
深
い
研
究
と
修
行
に
心
を
集
中
し
て
、
そ
の
苦
悩
を
軽
く
す
る
よ
う
に
努
め

た
。
そ
こ
で
、
遠
い
日
本
か
ら
行
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
異
国
の
チ
ッ
タ
ゴ
ン
で
、
氏
は
ど
う
に
か
精
神
的
苦
痛
を
感
じ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
内
面
の
深

い
喜
び
を
味
わ
っ
た
。
日
本
か
ら
氏
は
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
港
に
着
い
て
、
長
い
船
の
疲
れ
を
と
る
た
め
に
一
寸
休
息
し
て
い
る
と
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
人
々

が
、「
輝
か
し
い
東
の
方
か
ら
今
日
一
人
の
若
い
お
客
様
が
来
た
。」
と
言
い
な
が
ら
、
氏
に
心
か
ら
の
歓
迎
の
意
を
表
し
た
。

　

チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
滞
在
中
、
一
人
の
ベ
ン
ガ
ル
人
が
木
村
に
ベ
ン
ガ
ル
語
を
教
え
た
。
そ
し
て
木
村
は
そ
の
ベ
ン
ガ
ル
人
に
日
本
語
を
教
え
た
。
即
ち

言
葉
を
教
え
る
交
流
が
行
わ
れ
た
。
氏
の
言
語
を
学
ぶ
意
欲
が
強
か
っ
た
。
前
述
の
ベ
ン
ガ
ル
人
と
氏
は
、
日
夜
ベ
ン
ガ
ル
語
の
練
習
を
し
た
。
氏
は

決
し
て
前
述
の
ベ
ン
ガ
ル
人
を
離
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
ベ
ン
ガ
ル
人
は
後
に
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
パ
ー
リ
語
学
科
長
に
な
ら
れ
、
国
際
的
で
有
名
な
仏

教
学
者
ノ
リ
ナ
ッ
コ・

ド
ッ
ト
博
士
で
あ
っ
た
。
一
九
六
七
～
七
一
年
、
私
が
タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
に
い
た
時
、
カ
ル
カ
ッ
タ
で
ド
ッ
ト
博
士
と
一
、

二
回
お
会
い
し
た
。
そ
の
時
ド
ッ
ト
博
士
は
私
に
言
わ
れ
た

―
チ
ッ
タ
ゴ
ン
で
氏
は
木
村
龍
寛
氏
に
パ
ー
リ
語
を
教
え
た
、
と
。
氏
は
言
わ
れ
た
。

「
木
村
龍
寛
氏
は
私
の
大
変
優
秀
な
学
生
で
し
た
。
パ
ー
リ
語
は
十
分
進
歩
し
て
い
ま
し
た
」
と
。

　

チ
ッ
タ
ゴ
ン
で
は
、
木
村
龍
寛
氏
に
つ
い
て
、
非
常
に
多
く
の
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
美
し
い
逸
話
を
こ
こ
に
引
用
す
る
。

　

木
村
龍
寛
は
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
仏
教
協
会
の
会
長
、
大
学
者
ド
ル
モ
ボ
ン
ジ
ョ
老
師
に
、
約
三
年
間
仏
教
を
学
ん
だ
。
事
件
が
起
こ
っ
た
の
は
、
市
の
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エ
ナ
イ
ェ
ト
市い

ち

の
仏
教
寺
院
の
す
ぐ
近
く
の
道
で
で
あ
っ
た
。
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
当
時
の
支
部
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー・

グ
ル
ー
プ
の
英
国
人
が
毎
日
手
に

杖
を
持
っ
て
、
朝
一
廻
り
し
て
い
た
。
氏
の
こ
の
毎
朝
の
一
廻
り
の
時
道
で
氏
を
見
た
ら
、
誰
で
も
道
を
離
れ
て
よ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
或

る
日
、
上
記
の
支
部
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
氏
が
規
則
に
則
っ
た
日
々
の
朝
の
巡
回
に
出
か
け
て
い
た
。
木
村
龍
寛
も
朝
の
巡
回
に
出
か
け
、
反
対
方

向
か
ら
同
じ
道
を
通
っ
て
や
っ
て
来
た
。
英
国
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
高
慢
な
性
向
を
木
村
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
道
を
よ
け
な
い
罪
で
、
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
が
と
て
つ
も
な
く
か
っ
と
し
て
、
木
村
を
杖
で
打
ち
始
め
た
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
こ
の
残
酷
な
行
い
に
、
木
村
も
著
し
く
か
っ
と
し
て
、

す
ぐ
さ
ま
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
手
の
杖
を
強
く
掴
ん
で
立
っ
た
。
回
り
に
居
た
人
々
は
こ
の
光
景
を
見
て
、
当
惑
し
て
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
。
か
っ

と
し
た
木
村
龍
寛
は
、
こ
の
あ
る
ま
じ
き
行
い
に
対
す
る
不
当
な
決
定
に
対
し
て
、
激
し
い
言
葉
で
抗
議
し
た
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
況
を
見
て
、

遂
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
恥
じ
て
、
木
村
に
許
し
を
乞
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
日
木
村
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
衣
裳
で
あ
る
着
物
を
着
て
い
た
。

そ
れ
で
余
計
に
氏
は
皆
の
目
に
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
人
々
は
、
一
つ
の
独
立
国
の
国
民
の
こ
の
御
し
難
い
勇
気
と
気
力
を
見

て
驚
い
て
い
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
後
日
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
日
刊
紙
を
通
し
て
広
く
広
が
っ
た
。
従
っ
て
木
村
龍
寛
は
チ
ッ
タ
ゴ
ン
在
住
の
全
ベ
ン
ガ
ル

人
に
、
勇
敢
な
尊
敬
を
得
た
。
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
当
時
の
有
名
な
人
、
カ
ル
カ
ッ
タ
高
等
裁
判
所
の
首
席
裁
判
官
で
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
副
学
長
ア
シ
ュ

ト
シ
ュ・

ム
コ
ッ
パ
ッ
ダ
エ
氏
は
、
独
立
国
の
国
民
木
村
龍
寛
氏
の
計
り
知
れ
な
い
勇
気
の
物
語
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
少
し
前
、
ベ
ン
ガ
ル

の
大
地
で
、
民
族
主
義
者
の
ベ
ン
ガ
ル
人
た
ち
が
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
、
ベ
ン
ガ
ル
独
立
の
運
動
を
始
め
た
。
こ
の
た
め
に
、
木
村
龍
寛
の
英
雄
的
な

こ
の
例
を
、
独
立
を
望
む
ベ
ン
ガ
ル
人
た
ち
は
大
き
な
理
想
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
日
本
の
或
る
出
版
社
の
加
瀬
氏
の
と
こ
ろ

で
、
又
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
協
会
の
元
事
務
局
長
ニ
ル
モ
ル
チ
ョ
ン
ド
ロ・

ボ
ル
ワ
教
授
の
口
か
ら
ノ
リ
ナ
ッ
コ・

ド
ッ
ト
博
士
の
家
で
聞

い
た
。
ニ
ル
モ
ル
チ
ョ
ン
ド
ロ・

ボ
ル
ワ
教
授
は
大
学
者
ド
ル
モ
ボ
ン
ジ
ョ・
モ
ハ
ス
ト
ビ
ル
の
甥
で
あ
る
。

　

木
村
龍
寛
は
仏
教
の
重
要
な
第
一
教
義
「
無
明
」
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
氏
は
チ
ッ
タ
ゴ
ン
滞
在
中
、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
、
パ
ー
リ
語
、
ベ
ン
ガ
ル
語
を
修
得
し
て
い
た
。
こ
れ
以
外
に
も
氏
は
無
明
の
真
の
深
い
心
境
を
同
時
に
研
究
及
び
追
求
し
た
。
仏
教
哲

学
に
つ
い
て
、
木
村
の
無
限
の
熱
意
の
情
報
が
ア
シ
ュ
ト
シ
ュ・

ム
コ
ッ
パ
ッ
ダ
エ
の
耳
に
届
い
た
。
遂
に
氏
は
、
木
村
龍
寛
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
来
て
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勉
学
す
る
よ
う
に
招
待
し
た
。

　

木
村
龍
寛
は
三
年
以
内
に
、
即
ち
一
九
一
一
年
に
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
大
学
の
勉
学
を
終
え
て
、
そ
の
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
行
っ
て
、

カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
で
東
洋
研
究
科
に
入
学
し
た
。
そ
こ
で
も
氏
は
三
年
に
亘
り
模
範
的
に
勉
学
を
し
た
。
即
ち
、
一
九
一
四
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
で

の
氏
の
勉
学
は
修
了
し
、
そ
の
年
に
氏
は
ア
ジ
ア
協
会
の
会
長
モ
ハ
モ
ホ
パ
ッ
ダ
エ・

ホ
ロ
プ
ロ
シ
ャ
ッ
ド・

シ
ャ
ス
ト
ゥ
リ
氏
の
と
こ
ろ
で
、
仏
教

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
古
代
碑
文
の
研
究
に
加
わ
っ
た
。

　

木
村
龍
寛
は
一
九
一
五
年
に
、
イ
ン
ド
の
東
ベ
ン
ガ
ル・

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
協
会
か
ら
「
優
秀
学
問
賞
」
の
学
位
を
受
け
、
氏
は
氏
著
の
仏
教
に
つ

い
て
の
著
「
中
級
ス
ー
ト
ラ
哲
学
」
に
よ
っ
て
、
ベ
ン
ガ
ル
協
会
か
ら
金
賞
を
得
た
。
そ
の
年
即
ち
一
九
一
五
年
に
世
界
詩
人
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト・

タ

ゴ
ー
ル
の
依
頼
で
、
木
村
は
日
本
に
行
っ
た
、
日
本
で
の
詩
人
歓
迎
の
た
め
に
。
し
か
し
遂
に
詩
人
は
そ
の
年
日
本
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
次
の
年
詩
人
は
日
本
に
行
か
れ
た
。
従
っ
て
木
村
は
か
な
り
長
い
間
日
本
に
行
か
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
一
九
一
六
年
日
本
の

東
京
大
学
で
氏
は
、「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲
学
の
研
究
」
に
関
す
る
一
冊
の
重
要
な
論
文
を
書
い
て
、
上
記
大
学
の
講
師
の
職
を
得
た
。
そ
の
職
に
就
い

て
し
ば
ら
く
し
て
氏
は
、
一
九
一
七
年
日
本
の
日
蓮
宗
の
派
遣
で
、
仏
教
の
更
な
る
研
究
の
た
め
に
再
び
イ
ン
ド
に
行
く
。
こ
の
度
は
イ
ン
ド
に
行
っ

て
す
ぐ
に
、
モ
ハ
モ
ホ
パ
ッ
ダ
エ・

ホ
ロ
プ
ロ
シ
ャ
ッ
ド・
シ
ャ
ス
ト
リ
氏
に
従
っ
て
、「
現
代
イ
ン
ド
仏
教
の
歴
史
」
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
た
。
一

九
一
八
年
オ
シ
ュ
ト
シ
ュ・

ム
コ
ッ
パ
ッ
ダ
エ
が
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
で
、
大
乗
仏
教
と
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教
史
を
教
え
る
た
め
に
、
仏
教
学
者
ベ
ニ
マ

ド
ブ・

ボ
ル
ア
博
士
と
木
村
龍
寛
を
就
職
さ
せ
た
。

　

一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
六
年
ま
で
八
年
間
の
長
い
間
、
木
村
は
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
パ
ー
リ
語
学
科
の
修
士
コ
ー
ス
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
大
学
で
日
本
語
も
教
え
た
。
そ
し
て
小
乗
と
大
乗
仏
教
の
比
較
研
究
も
教
え
た
。

　

当
時
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
で
講
演
す
る
た
め
に
木
村
龍
寛
を
招
き
、
氏
に
つ
い
て
新
聞
に
も
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
印
刷
さ
れ
始
め
た
。
氏
は
あ
ら
ゆ
る

類
の
人
々
と
容
易
に
交
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
普
通
の
人
を
初
め
、
学
者
グ
ル
ー
プ
、
学
生
か
ら
始
め
て
す
べ
て
の
人
々
に
、
い
ろ
い
ろ
な
魅

力
的
な
講
演
を
し
た
。
大
王
で
さ
え
も
木
村
龍
寛
を
尊
敬
し
て
、
象
の
座
に
坐
ら
せ
て
、
講
演
の
た
め
に
連
れ
て
行
き
、
大
勢
の
人
々
の
面
前
に
、
氏
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の
講
演
の
手
配
を
し
た
。

　

他
方
、
知
的
な
日
本
の
学
者
、
画
家
、
仏
教
の
僧
侶
と
学
生
た
ち
が
イ
ン
ド
に
行
っ

た
が
、
彼
等
全
員
を
氏
は
常
に
良
く
推
薦
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
援
助
し
て
い
た
。

こ
う
い
っ
た
人
々
の
中
に
は
、
後
に
東
京
大
学
の
イ
ン
ド
哲
学
科
の
高
楠
順
次
郎
教

授
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
教
授
多
田
等
観
教
授
を
初
め
、
多
く
の
優
秀
な
人
々
が
い
た
。

木
村
龍
寛
は
カ
ル
カ
ッ
タ
で
全
部
で
約
十
三
年
教
え
ら
れ
た
。
当
時
仏
教
の
大
乗
、

小
乗
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
つ
い
て
深
く
研
究
さ
れ
た
。
そ
し
て
多
く
の
著
書
や
研
究

書
を
書
か
れ
た
。

　

当
時
カ
ル
カ
ッ
タ
に
は
仏
教
伝
道
の
二
つ
の
中
心
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
ベ
ン
ガ
ル

仏
教
協
会
で
、
も
う
一
つ
は
モ
ハ
ー
ボ
ー
デ
ィ・

ソ
サ
イ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
ベ
ン
ガ

ル
仏
教
協
会
の
創
設
は
一
八
九
二
年
で
、
モ
ハ
ー
ボ
ー
デ
ィ・

ソ
サ
イ
テ
ィ
の
創
設

は
一
八
九
一
年
で
あ
る
。
二
つ
の
創
設
者
ク
リ
パ
シ
ョ
ロ
ン・

モ
ハ
ス
ト
ビ
ル
と
オ

ナ
ガ
リ
ク・

ド
ル
モ
パ
ル
の
間
に
は
十
分
な
友
情
が
あ
っ
た
。
ク
リ
パ
シ
ョ
ロ
ン・

モ
ハ
ス
ト
ビ
ル
の
疲
れ
を
知
ら
な
い
精
進
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
団
体
全
体
の
援
助
で

ボ
ウ
バ
ザ
ル
地
区
に
、
一
九
〇
三
年
カ
ル
カ
ッ
タ
の
最
初
の
仏
教
寺
院
「
仏
教
の
最
初
の
寺
院
」
が
建
設
さ
れ
た
。
木
村
龍
寛
は
一
九
〇
八
年
か
ら
一

九
二
三
年
の
間
、
ボ
ウ
バ
ザ
ル
警
察
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
協
会
の
寺
院
の
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
や
仏
教
の
規
則
や
儀
式
に
基
づ
い
た
会

合
に
度
々
出
席
し
て
い
た
。
氏
は
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
近
く
の
ハ
リ
ス
ン
通
り
に
住
ん
で
い
た
。

　

当
時
、
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
協
会
の
創
立
者
ク
リ
パ
シ
ョ
ロ
ン・

モ
ハ
ス
ト
ビ
ル
の
心
地
よ
い
待
遇
に
よ
っ
て
、
ア
シ
ュ
ト
シ
ュ・

ム
コ
ッ
パ
ッ
ダ
エ
卿
、

シ
ョ
テ
ィ
シ
ュ
チ
ョ
ン
ド
ロ・

ビ
ッ
ダ
ブ
シ
ョ
ン
、
ゴ
ゴ
ネ
ン
ド
ロ
ナ
ト・

タ
ゴ
ー
ル
、
オ
ボ
ニ
ン
ド
ロ
ナ
ト・

タ
ゴ
ー
ル
、
チ
ャ
ル
チ
ョ
ン
ド
ロ・

オシュトシュ・ムコッパッダエ卿と木村龍寛（右から一人
目）オシュトシュの右に河口慧海と左側に沙門プンナノン
ドが見られる。後列に他の人々の中に、シャムプロシャド・
ムコッパッダエとプロボドチョンドロ・バグチがおられる。
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ボ
シ
ュ
、
モ
ハ
ト
マ・

オ
ナ
ガ
リ
ク・

ド
ル
モ
パ
ル
、
ケ
ッ
ト
ロ
ナ
ト・

ボ
ン
ド
パ
ッ
ダ
エ
、
ボ
グ
ラ
ル・

ノ
バ
ブ・

ア
ブ
ド
ゥ
シ
ュ・

シ
ョ
バ
ン・

チ
ョ
ウ
ド
ゥ
リ
、
シ
ョ
ッ
テ
ン
ド
ロ
ナ
ト・

タ
ゴ
ー
ル
等
、
ベ
ン
ガ
ル
の
更
に
多
く
の
イ
ン
テ
リ
や
学
者
が
ド
ル
マ
ン
ク
ル
寺
院
に
出
入
り
し
て
い
た
。

一
九
一
一
年
、
一
九
一
三
年
、
一
九
二
二
年
の
印
刷
さ
れ
た
年
報
で
、
私
は
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
協
会
に
木
村
が
出
入
し
て
い
た
証
拠
を
得
た
。
そ
の
い
く

つ
か
の
例
を
こ
こ
に
引
用
す
る

―

　

木
村
龍
寛
は
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
協
会
の
名
誉
会
員
で
、
協
会
の
機
関
誌
「
世
界
の
光
」
の
筆
者
だ
っ
た
。
一
九
一
一
年
か
ら
木
村
は
カ
ル
カ
ッ
タ
に
い

た
。

　

一
九
一
一
年
の
十
月
八
日
、
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
協
会
の
十
九
回
目
の
年
会
で
、
モ
ハ
ッ
タ・

ア
ナ
ガ
リ
ク・

ド
ル
モ
パ
ル
が
議
長
を
つ
と
め
た
。
上
記

の
年
会
の
時
、
極
め
て
す
ぐ
れ
た
シ
ョ
テ
ィ
シ
ュ
チ
ョ
ン
ド
ロ・

ビ
ッ
ダ
ブ
シ
ョ
ン
博
士
が
言
っ
た
。「
こ
の
協
会
の
四
人
の
若
者
が
パ
ー
リ
語
で
Ｍ・

Ａ・

を
取
得
し
た
。
こ
の
こ
と
は
少
々
の
進
歩
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
四
人
は
、
私
の
生
徒
、
即
ち
私
に
と
っ
て
も
誇
る
べ
き
こ
と
だ
。
今

休
暇
中
で
、
学
校
、
カ
レ
ッ
ジ
、
そ
れ
か
ら
裁
判
所
も
全
部
が
休
み
だ
。
そ
の
上
、
そ
う
し
た
人
た
ち
（
学
校
の
関
係
者
）
が
人
集
め
に
奔
走
し
た
と

い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
今
日
の
集
ま
り
に
来
て
い
な
い
者
は
誰
も
い
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
の
人
々
が
こ
こ
に
は
い
る

―
ス

リ
ラ
ン
カ
、
日
本
、
中
国
、
ビ
ル
マ
人
が
こ
こ
に
い
ら
し
て
い
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
、
仏
教

徒
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
々
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
。
多
く
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
良
い
子
供
た
ち
が
オ
ナ
ガ
リ
ク・

ド
ル
モ
パ
ル
と
一
緒
に
来
た
。

日
本
の
僧
侶
、
木
村
龍
寛
が
こ
こ
に
お
ら
れ
る
。
こ
の
人
た
ち
全
部
を
、
一
つ
に
結
び
つ
け
た
の
は
誰
か
。
そ
の
如
来
仏
陀
を
私
は
貴
方
が
た
に
何
度

も
何
度
も
言
っ
た

―
イ
ン
ド
で
二
つ
の
主
な
宗
教
が
生
ま
れ
た
。
一
つ
は
国
家
宗
教
で
、
そ
れ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
、
も
う
一
つ
は
普
遍
的
な
宗
教

―
そ
れ
は
仏
教
で
あ
る
」

　

一
九
一
三
年
の
年
報
の
二
十
二
、
二
十
三
頁
に
─
「
二
月
二
十
日
午
後
五
時
に
、
ド
ル
マ
ン
ク
ル
会
の
建
物
で
、
お
め
で
た
い
マ
グ
月
の
満
月
の
時
、

ベ
ン
ガ
ル
仏
教
協
会
の
一
大
集
会
が
召
集
さ
れ
た
。
こ
の
集
会
の
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
及
び
そ
の
他
の
団
体
の
多
く
の
紳

士
が
出
席
し
て
い
た
。
外
国
の
仏
教
徒
の
中
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
来
た
シ
ッ
ダ
ル
タ
老
師
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
ら
れ
た
女
性
ス
ジ
ャ
ニ・

カ
ー
ペ
レ
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ス
、
日
本
か
ら
来
た
木
村
龍
寛
、
シ
ッ
キ
ム
か
ら
来
た
ド
シ
ョ
ン
ド
ゥ
プ
の
名
を
特
に
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
会
合
で
木
村
龍
寛
氏
が
言
わ
れ
た

―
仏
陀
は
死
な
れ
た
。
本
当
に
亡
く
な
ら
れ
た
の
か
。
食
物
で
養
わ
れ
、
生
き
生
き
と
し
て
精
神
的
な
等

五
種
類
の
宝
が
あ
る
。
仏
陀
が
捨
て
去
ら
れ
た
も
の
は
、
他
方
で
は
宝
で
あ
る
。
天
は
指
示
を
出
し
て
行
か
れ
た
。
こ
の
世
は
無
常
で
あ
る
と
。
仏
陀

の
命
が
け
の
、（
英叡
）
知
に
満
ち
た
喜
び
の
宝
が
永
遠
な
の
だ
。
有
能
な
学
者
ビ
ド
ゥ
シ
ェ
コ
ル・

シ
ャ
ス
ト
リ
氏
は
マ
グ
月
の
満
月
の
日
に
、
仏
陀
が

す
べ
て
は
無
明
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
（
そ
の
い
く
つ
か
の
部
分
を
）
非
常
に
美
し
い
言
葉
で
説
明
さ
れ
た
。
仏
陀
は
更
に
言
わ
れ
た
─
仏
陀
が
易
し
く

仏
教
を
広
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
多
分
こ
の
世
で
誰
も
そ
う
し
て
い
な
い
。
仏
陀
の
法
は
「
来
た
れ
、
見
よ
」
仏
陀
の
法
の
最
初
に
幸
福
、
真
中
で
幸
福
、

終
り
に
幸
福
。
涅
槃
と
魂
の
解
放
と
の
間
に
は
何
の
違
い
も
な
い
。
大
い
な
る
魂
の
解
放
は
唯
重
要
性
を
表
す
言
葉
だ
。
渇
き
の
な
い
魂
の
解
放
。

　

一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
二
〇
年
の
間
で
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
在
住
の
日
本
人
の
数
は
、
五
〇
〇
人
か
ら
一
、
〇
〇
〇
人
位
で
あ
っ
た
。
当
時
、
木
村
龍

寛
の
よ
う
に
学
識
の
あ
る
日
本
人
が
カ
ル
カ
ッ
タ
に
住
ん
で
い
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
在
住
の
日
本
人
た
ち
に
と
っ
て
大
変
助
け
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、

木
村
の
こ
と
を
友
情
の
真
の
懸
け
橋
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

タ
ゴ
ー
ル
と
木
村
龍
寛

　

私
が
前
に
述
べ
た
の
だ
が
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
滞
在
中
に
木
村
は
ベ
ン
ガ
ル
語
と
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
地
方
語
を
か
な
り
身
に
つ
け
て
い
た
。
一
九
一
一
年
氏

は
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
に
入
学
し
た
。
当
時
か
ら
ジ
ョ
ラ
シ
ャ
ン
コ
を
度
々
訪
れ
始
め
た
。
こ
う
し
て
氏
は
大
聖
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト
と
親
し
く
な
る
こ
と

が
で
き
た
。
未
だ
詩
人
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
得
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
世
界
的
に
有
名
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
木
村
は
タ
ゴ
ー
ル
か

ら
ベ
ン
ガ
ル
語
を
学
び
始
め
た
。
或
る
時
氏
は
私
に
言
わ
れ
た
。「
タ
ゴ
ー
ル
の
話
し
方
は
詩
の
よ
う
に
韻
律
を
も
っ
て
い
て
、
と
て
も
耳
に
心
地
よ

か
っ
た
で
す
。
タ
ゴ
ー
ル
の
物
事
を
言
う
内
的
な
調
べ
は
内
面
を
向
い
て
い
る
魅
力
的
な
力
に
満
ち
て
い
て
、
強
い
高
い
想
像
力
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
私
は
常
に
ジ
ョ
ラ
シ
ャ
ン
コ
で
大
聖
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
も
の
で
し
た
。
大
聖
は
私
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ベ
ン
ガ
ル
語
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
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た
。
こ
の
よ
う
な
最
高
の
幸
せ
は
多
分
、
他
の
ど
の
日
本
人
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。」
こ
の
言
葉
で
分
る
よ
う
に
、
タ
ゴ
ー
ル
は
木
村
を
ど
れ

程
愛
し
て
い
た
こ
と
か
。
木
村
が
ベ
ン
ガ
ル
語
を
学
ぶ
熱
意
が
詩
人
を
特
別
に
感
動
さ
せ
た
の
だ
。

　

一
九
〇
二
年
に
岡
倉
天
心
が
カ
ル
カ
ッ
タ
に
来
て
、
タ
ゴ
ー
ル
一
家
と
文
化
的
交
流
の
役
目
を
始
め
ら
れ
た
。
一
九
〇
一
年
創
設
さ
れ
た
シ
ャ
ン
テ
ィ

ニ
ケ
ト
ン
の
ブ
ラ
ン
モ
学
校
に
、
一
九
〇
二
年
岡
倉
天
心
が
学
生
堀
を
最
初
の
外
国
人
学
生
と
し
て
送
り
、
こ
の
文
化
的
関
係
が
始
ま
っ
た
。
実
際
こ

の
後
か
ら
、
イ
ン
ド
と
日
本
の
文
化
的
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
ベ
ン
ガ
ル
の
大
地
で
イ
ン
ド
の
独
立
運
動
が
始
ま
っ
た
後
か
ら
イ
ン
ド
の

独
立
獲
得
ま
で
、
こ
の
長
い
時
の
中
で
イ
ン
ド
に
行
っ
た
す
べ
て
の
日
本
人
の
数
は
数
千
人
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
中
で
ベ
ン
ガ
ル
語
を

誰
よ
り
も
よ
く
書
き
、
読
み
話
す
こ
と
が
出
来
た
の
は
木
村
龍
寛
で
あ
る
。
多
分
こ
の
た
め
に
も
タ
ゴ
ー
ル
が
木
村
を
大
変
愛
し
信
頼
し
て
い
た
の
だ
。

そ
の
証
拠
が
得
ら
れ
る
の
が
、
タ
ゴ
ー
ル
の
日
本
訪
問
に
関
し
て
の
木
村
龍
寛
の
役
割
で
あ
る
。

　

二
十
世
紀
の
初
め
頃
詩
人
は
日
本
に
来
た
い
と
い
う
意
志
を
表
さ
れ
て
い
た
。
遂
に
タ
ゴ
ー
ル
は
、
一
九
一
六
年
、
一
九
一
七
年
、
一
九
二
四
年
、

一
九
二
九
年
に
二
回
、
即
ち
全
部
で
五
回
日
本
に
来
ら
れ
た
。
事
実
タ
ゴ
ー
ル
は
、
一
九
一
五
年
に
日
本
訪
問
の
計
画
と
努
力
を
さ
れ
た
。

　
「
シ
ラ
イ
ド
ホ
に
行
く
前
に
詩
人
の
さ
す
ら
い
の
時
、
心
が
日
本
の
方
に
一
度
傾
い
た
。
シ
ラ
イ
ド
ホ
に
着
い
て
ア
ン
ド
ル
ー
ス
に
、
七
月
十
六
日
に

書
い
た

―
「
私
は
汽
車
の
中
で
あ
な
た
に
、
私
の
日
本
へ
の
提
案
さ
れ
て
い
る
訪
問
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
書
き
ま
し
た
」
タ
ゴ
ー
ル
は
氏
の
特
別
の

知
り
合
い
の
日
本
の
画
家
横
山
大
観
と
連
絡
を
と
り
、
日
本
に
行
く
こ
と
を
は
っ
き
り
決
め
た
。
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
日
本
の
多
く
の
人
々
が
詩

人
の
訪
問
を
待
ち
望
ん
で
、
喜
び
に
溢
れ
始
め
た
。
当
時
タ
ゴ
ー
ル
の
紹
介
に
つ
い
て
、
多
く
の
種
類
の
作
品
、
氏
の
作
品
の
翻
訳
さ
え
も
、
日
本
の

雑
誌
や
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
　
　

―
　
　
　
　
　

タ
ゴ
ー
ル
の
手
紙
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ル
カ
ッ
タ

拝
啓
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貴
殿
の
一
月
二
十
八
日
の
お
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
日
本
に
私
達
が
滞
在
中
に
、
一
人
私
達
の
助
力
者
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
貴
殿
が

私
共
と
い
て
下
さ
れ
ば
嬉
し
い
の
で
す
が
。

　

日
本
の
船
で
も
し
私
共
が
行
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
貴
殿
の
船
賃
は
二
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
で
、
他
の
船
だ
と
二
流
の
船
賃
を
上
げ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
。
日
本
に
貴
殿
が
私
共
と
一
緒
に
い
て
下
さ
る
限
り
、
貴
殿
へ
の
援
助
と
他
の
出
費
の
た
め
に
、
月
に
一
〇
〇
ル
ピ
ー
上
げ
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
一
つ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
言
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
貴
殿
を
何
日
私
共
と
一
緒
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
か
そ
の
い
つ
か
を
示
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
私
の
力
と
都
合
に
よ
る
で
し
ょ
う
。
私
の
こ
の
提
案
に
も
し
貴
殿
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
私
に
至
急
知
ら
せ
て
下
さ
い
。（
以
上

一（
※
ベ
ン
ガ
ル
暦
）

三
二
一
年
マ
グ
月
）�

敬　

具　
　
　
　

�

ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト・

タ
ゴ
ー
ル

　
　

木
村
龍
寛
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六
／
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
り

　
　
　

―
　

そ
れ
か
ら
木
村
龍
寛
が
タ
ゴ
ー
ル
の
依
頼
で
、
詩
人
の
日
本
訪
問
の
日
程
を
準
備
す
る
た

め
に
、
一
九
一
五
年
に
日
本
に
戻
っ
て
来
た
。
日
本
に
来
て
氏
は
、
タ
ゴ
ー
ル
の
歓
迎
の
準

備
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
走
り
廻
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
詩
人
が

日
本
を
訪
問
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
聞
こ
え
て
い
た
こ
と
を
私
は
前
に
述
べ
た
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
一
九
一
五
年
タ
ゴ
ー
ル
の
日
本
訪
問
が
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
止

め
に
な
っ
た
。
し
か
し
翌
年
即
ち
一
九
一
六
年
に
詩
人
の
夢
が
現
実
の
も
の
と
な
る
。
一
九

木村龍寛に書かれたタゴールの手紙
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一
五
年
に
木
村
の
十
分
な
余
暇
が
あ
っ
た
。
一
九
一
六
年
に
自
分
の
研
究
な
ど
の
仕
事
で
、
氏
は
限
り
な
く
忙
し
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
木
村
は
、

日
本
で
タ
ゴ
ー
ル
の
訪
問
の
予
定
の
た
め
に
、
十
分
な
困
難
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
氏
は
、
タ
ゴ
ー
ル
の
三
ヶ
月
に
亘
る
日
本
訪
問
中
、
常
に
詩
人

と
共
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
詩
人
は
、
時
々
木
村
に
手
紙
を
送
っ
た
。
大
聖
は
日
本
の
横
浜
に
滞
在
中
、
東
京
に
い
た
木
村
龍
寛
に

こ
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
た
。

　
　
　

―
　
　
　
　
　

オ
ー
ム

拝
啓

　

最
近
少
し
の
間
横
浜
に
滞
在
し
よ
う
。
至
急
他
の
場
所
に
行
く
可
能
性
は
な
い
の
で
す
。
数
ヶ
月
た
っ

て
旅
行
す
る
時
に
な
っ
た
ら
、
貴
殿
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。
敬
具　

一
三
二
三
年
六
月
十
六
日

�

タ
ゴ
ー
ル　
　
　
　

　
　

木
村
龍
寛
様

　

東
京
都
小
石
川
区
茗
荷
谷
町
二
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
光
学
園

　
　
　

―
　

岡
倉
天
心
の
新
美
術
運
動
の
後
継
者
た
ち
、
即
ち
横
山
大
観
を
初
め
と
す
る
画
家
た
ち
、
仏
教
寺
院

の
上
位
の
特
別
な
人
々
と
大
学
の
教
授
等
、
有
名
な
老
い
た
人
た
ち
、
皆
で
タ
ゴ
ー
ル
を
歓
迎
し
た
の

で
あ
っ
た
。
大
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
上
記
の
大
歓
迎
会
に
、
木
村
龍
寛
は
自
ら
進
み

出
て
講
演
す
る
機
会
を
得
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
氏
は
、
他
の
人
々
と
比
べ
て
ず
っ
と
若
い
、
た
っ
た

三
十
三
歳
の
若
者
だ
っ
た
。
木
村
は
た
っ
た
二
つ
の
歓
迎
会
で
詩
人
の
講
演
の
通
訳
を
し
た
。
こ
れ
以

日本滞在中に木村龍寛に当てたタゴールの手紙
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外
に
は
氏
は
、
日
本
人
た
ち
と
タ
ゴ
ー
ル
の
個
人
的
な
会
見
の
時
に
通
訳
の
役
を
果
し
た
も
の
だ
っ
た
。
大
抵
氏
は
、
詩
人
の
背
後
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
手
配
を
し
た
。
タ
ゴ
ー
ル
は
い
ろ
い
ろ
な
時
英
語
で
講
演
を
さ
れ
た
。
し
か
し
日
本
に
は
、
英
語
で
講
演
を
す
る
習
慣
が
、
当
時
そ
れ
程
な
か
っ
た
。

特
に
タ
ゴ
ー
ル
の
文
学
的
、
哲
学
的
思
想
や
情
感
に
溢
れ
た
英
語
で
述
べ
ら
れ
る
講
演
は
、
日
本
語
に
翻
訳
す
る
通
訳
者
は
大
変
当
惑
し
た
も
の
だ
っ

た
。
情
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
タ
ゴ
ー
ル
は
木
村
に
言
っ
た

―

　
「
私
は
ベ
ン
ガ
ル
語
で
講
演
を
し
た
い
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
私
の
母
国
語
の
鼓
動
を
君
は
そ
の
ま
ま
日
本
語
に
翻
訳
し
た
ま
え
。
そ
れ
に
よ
っ
て
二

国
の
思
想
の
交
流
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。」

　

日
本
で
大
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
に
、
日
本
人
た
ち
が
ど
れ
程
心
か
ら
歓
迎
を
表
し
た
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
一
つ
の
情
報
を
示
し
た
。

　

一
九
一
六
年
の
六
月
一
三
日
、
東
京
の
上
野
地
区
の
大
変
有
名
な
歴
史
的
な
寛
永
寺
で
、
大
聖
タ
ゴ
ー
ル
の
大
歓
迎

会
が
催
さ
れ
た
。
上
記
の
歓
迎
会
の
ニ
ュ
ー
ス
は
日
本
の
当
時
の
多
く
の
有
名
な
、
そ
し
て
人
気
の
あ
る
新
聞
に
印
刷

さ
れ
た
。
例
え
ば
東
京
朝
日
新
聞
、
東
京
日
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
報
知
新
聞
、
時
事
新
報
、
横
浜
貿
易
新
報
、
大
阪

朝
日
新
聞
、
萬
朝
報
な
ど
の
新
聞
に
印
刷
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
下
に
引
用
す
る
。

　
「
一
九
一
六
年
六
月
十
三
日
東
京
の
上
野
地
区
の
寛
永
寺
で
、
大
詩
人
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト・

タ
ゴ
ー
ル
氏
の
た
め
に
歓

迎
会
が
行
わ
れ
た
。
上
記
の
歓
迎
会
に
出
席
さ
れ
た
人
々

―
日
本
の
首
相
大
隈
氏
、
文
部
大
臣
高
田
氏
、
農
林
大
臣

甲
野
氏
、
東
京
市
の
市
長
奥
田
氏
、
東
京
大
学
総
長
山
川
氏
、
神
田
男
爵
、
高
木
男
爵
、
大
倉
男
爵
、
曹
洞
宗
石
川
禅

師
、
日
蓮
宗
法
主
藤
原
師
、
大
正
輪
王
寺
住
職
村
上
博
士
、
上
田
博
士
、
天
野
博
士
、
富
士
川
博
士
、
田
中
博
士
を
初

め
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
多
く
の
代
表
的
な
人
々
、
有
名
な
画
家
や
芸
術
家
た
ち
、
学
者
グ
ル
ー
プ
、
実
業
家
た
ち
が

全
部
で
約
二
一
八
人
の
人
々
が
、
そ
の
時
歓
迎
会
に
出
席
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
中
の
何
人
か
は
、
仏
教
の
公
式

の
服
装
、
そ
し
て
何
人
か
は
伝
統
的
日
本
の
服
装
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
そ
し
て
一
部
の
人
々
は
赤
、
そ
し
て
紫
色
に
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染
め
ら
れ
、
白
の
水
蓮
で
自
身
の
胸
を
飾
ら
れ
て
い
た
。

　

タ
ゴ
ー
ル
と
共
に
イ
ン
ド
か
ら
来
ら
れ
た
ア
ン
ド
ル
ー
ス
氏
、
ピ
ア
ソ
ン
氏
、
ム
ク

ル・

デ
氏
が
い
た
。
そ
の
方
た
ち
は
馬
車
に
乗
っ
て
歓
迎
会
に
来
ら
れ
た
。
タ
ゴ
ー
ル

は
頭
に
赤
紫
色
の
ト
ル
コ
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
氏
を
と
て
も
美
し
く
、
神
聖

に
見
せ
て
い
た
。
詩
人
の
片
側
に
日
本
の
大
隈
首
相
、
も
う
一
方
の
側
に
仏
教
の
禅
宗

の
日
置
禅
師
が
お
ら
れ
た
。
歓
迎
会
に
出
席
さ
れ
た
他
の
特
別
な
人
々
も
、
き
ち
ん
と

決
め
ら
れ
た
席
に
、
全
体
の
写
真
を
撮
る
た
め
に
坐
ら
れ
た
。
大
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
の
顔

付
と
様
子
を
見
る
た
め
に
、
寛
永
寺
の
正
面
の
入
口
の
扉
に
向
か
っ
て
無
数
の
学
生
た

ち
と
市
民
た
ち
の
つ
め
か
け
、
大
騒
ぎ
と
わ
い
わ
い
が
起
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
舞

台
に
掛
け
ら
れ
た
二
つ
の
古
代
中
国
の
聖
人
の
写
真
の
真
中
に
、
タ
ゴ
ー
ル
が
、
氏
の

た
め
に
定
め
ら
れ
た
大
座
に
坐
ら
れ
た
。
舞
台
の
上
の
、
木
蓮
の
花
で
飾
ら
れ
た
大
き

な
花
瓶
が
美
し
か
っ
た
。
東
京
大
学
の
印
度
哲
学
科
の
教
授
で
歓
迎
会
の
会
長
高
楠
順

次
郎
博
士
が
舞
台
に
立
っ
て
、
上
記
の
歓
迎
会
の
開
会
を
宣
言
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
古

く
か
ら
の
知
識
の
あ
る
河
瀬
秀
治
氏
が
舞
台
に
上
っ
て
講
話
を
述
べ
た
。

―
「
仏
教

と
い
う
言
葉
を
発
音
す
る
と
共
に
、
私
の
心
に
浮
か
ぶ
の
は
イ
ン
ド
で
す
。
古
代
に
お

い
て
日
本
の
皇
子
、
聖
徳
太
子
が
大
乗
仏
教
を
政
治
の
基
盤
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

従
っ
て
仏
教
の
美
し
い
諸
々
の
律
の
中
心
に
入
っ
て
、
今
日
迄
も
私
達
の
生
の
流
れ
に
、
連
続
的
に
漂
っ
て
い
ま
し
た
。」
そ
れ
か
ら
日
置
黙
仙
禅
師
が

言
わ
れ
た
。「
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
は
仏
陀
の
思
想
と
十
分
共
通
点
が
あ
る
。」
そ
れ
か
ら
氏
は
、
黒
い
漆
塗
り
の
お
盆
の
上
に
敬
意
を
表
す
記
念
の
贈
り

物
と
し
て
、
七
宝
焼
の
花
瓶
を
詩
人
の
手
に
渡
さ
れ
た
。
上
記
の
大
切
な
贈
り
物
を
タ
ゴ
ー
ル
は
手
を
合
わ
せ
て
、
丁
重
に
控
え
目
に
受
取
っ
た
。
そ

日本での大詩人タゴールの歓迎会の写真
（一九一六年六月十三日 東京上野の寛永寺の正面で）
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の
意
外
な
光
景
を
見
て
、
歓
迎
会
に
出
席
し
て
い
た
す
べ
て
の
日
本
人
は
興
奮
し
た
。
少
し
し
て
タ
ゴ
ー
ル
は
舞
台
の
上
に
立
っ
て
、
先
ず
皆
に
深
い

感
謝
を
述
べ
て
、
直
接
ベ
ン
ガ
ル
語
で
氏
の
講
演
を
始
め
ら
れ
た
。
氏
に
は
、
せ
わ
し
さ
が
全
然
な
か
っ
た
。
講
演
の
中
に
は
平
和
な
思
想
と
韻
律
の

響
き
が
あ
っ
た
。
氏
の
美
し
い
声
が
水
の
流
れ
や
歌
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
出
席
し
て
い
た
聴
衆
は
皆
魅
惑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

特
に
総
理
大
臣
大
隈
卿
と
東
京
大
学
学
長
山
川
博
士
の
人
間
的
な
情
感
で
、
二
人
の
眼
か
ら
涙
が
流
れ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
の
ベ
ン
ガ
ル
語
で
述
べ
ら
れ
た

講
演
は
、
そ
の
日
日
本
語
に
通
訳
し
た
の
は
木
村
龍
寛
で
あ
っ
た
。
氏
は
長
く
イ
ン
ド
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
通
訳
の
役
目
で
、
木
村
の
流

暢
さ
は
称
賛
に
値
す
る
。
タ
ゴ
ー
ル
は
言
っ
て
お
ら
れ
た
。「
太
陽
の
昇
る
国
に
こ
の
度
初
め
て
私
は
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
神
戸
市
の
港
に
私
は
船
か

ら
降
り
た
。
こ
こ
で
西
洋
式
と
日
本
式
の
交
ざ
っ
た
家
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
が
あ
る
こ
と
と
、
天
候
に
日
本
の
特
質
の
欠
如
を
心
に
と
め
た
。
そ
れ

を
見
て
思
わ
れ
た
の
は
、
巨
大
な
身
体
を
持
っ
た
大
蛇
が
大
口
を
開
け
て
、
す
べ
て
の
人
間
を
呑
み
込
ん
で
い
る
。
同
時
に
私
に
は
次
の
こ
と
も
思
わ

れ
た
。
即
ち
、
日
本
が
こ
れ
程
物
質
文
明
の
国
で
、
こ
の
国
に
私
は
来
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。
ま
た
汽
車
で
東
京
に
来
る
途
中
で
静
岡
駅
に
汽
車
が
止

ま
っ
た
時
、
仏
教
信
者
の
人
々
が
最
高
に
尊
敬
し
て
、
お
線
香
、
花
環
で
私
共
に
歓
迎
を
表
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
私
は
本
当
の
日
本
を
感
得
し
、

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
が
東
京
に
着
い
た
時
、
私
に
は
思
わ
れ
た

―
東
京
に
住
ん
で
い
る
人
々
の
習
慣
は
す
べ
て
詩
の
よ
う
で
、
私
は
花
の

咲
い
て
い
る
桜
の
木
々
の
中
に
か
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
数
日
、
日
本
固
有
の
美
し
さ
を
見
て
、
私
の
心
は
満
ち
溢
れ
た
。
そ
れ
ら
の
生
命
の
溢
れ

た
歓
迎
に
私
は
大
変
た
め
ら
い
を
感
じ
た
。
こ
の
こ
と
が
唯
一
仏
陀
の
た
め
に
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
た
め
に
私
は
貴
方
が
た
み
ん
な
に
深
い
感

謝
を
捧
げ
る
。
こ
れ
以
前
に
私
は
数
回
西
洋
に
も
行
っ
た
。
そ
の
国
々
は
非
常
に
物
質
主
義
の
国
だ
。
そ
こ
で
私
は
お
金
と
力
の
影
響
し
か
他
の
も
の

は
何
も
見
な
か
っ
た
。
日
本
は
永
遠
の
愛
の
流
れ
の
中
に
生
ま
れ
た
一
つ
の
美
し
い
世
界
だ
。
そ
こ
で
私
は
詩
人
と
し
て
こ
の
よ
う
な
高
い
座
を
得
た
。

こ
こ
の
子
供
た
ち
や
男
の
子
、
女
の
子
た
ち
の
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
や
大
人
の
道
を
歩
く
調
子
を
見
て
、
私
は
は
っ
き
り
理
解
し
た
の
だ
が
、
こ
の
国
は

宗
教
と
愛
の
想
い
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
私
た
ち
は
古
い
日
本
と
新
し
い
日
本
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
し
つ
こ
く
心
か
ら
祈
る
の

だ
が
、
現
在
の
新
し
い
日
本
人
た
ち
が
古
い
日
本
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
現
在
の
日
本
が
も
し
古
い
日
本
を
失
う
な
ら
、
日
本
は
ど
う
に
も
な
ら
な
く

な
る
。
唯
単
に
力
で
決
め
る
な
ら

―
人
間
の
力
よ
り
馬
や
牛
を
初
め
と
す
る
も
の
の
力
は
遙
か
に
多
い
。
正
し
い
こ
と
は
私
達
は
自
ら
生
き
生
き
と
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し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
き
ち
ん
と
悟
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
と
し
て
生
命
の
な
い
力
よ
り
も
精
神
的
な
力
は
ず
っ
と
強
力
で
あ

る
。
私
は
信
じ
て
い
る
の
だ
が
、
日
本
固
有
の
文
明
は
今
日
東
洋
と
西
洋
の
文
明
の
結
合
の
方
へ
進
ん
で
い
る
。
私
は
こ
の
輝
か
し
い
東
洋
の
国
の
日

光
が
次
第
次
第
に
西
洋
の
国
を
も
輝
か
せ
る
よ
う
に
。
そ
の
光
を
期
待
し
て
私
は
、
日
夜
手
を
組
ん
で
待
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
歓
迎
会

に
出
席
し
た
聴
衆
は
、
何
か
一
つ
輝
か
し
い
光
の
サ
イ
ン
を
得
て
喜
ん
だ
。

　

そ
れ
か
ら
大
隈
公
が
講
話
の
中
で
言
わ
れ
た
。「
大
詩
人
の
声
の
中
で
、
私
達
は
特
別
素
晴
ら
し
い
天
国
の
よ
う
な
環
境
を
感
じ
た
。
し
か
し
氏
の
言

葉
は
通
訳
以
外
は
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
氏
の
話
は
私
達
の
心
の
中
に
日
本
の
大
僧
正
の
説
教
よ
り
も
霊
感
が
増
す
。
こ
の
大
詩
人
の
忠
告
は
、
現

代
の
日
本
の
規
律
の
な
い
思
想
に
或
る
類
似
性
を
斉
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
私
共
の
国
の
民
族
的
人
間
性
は
、
詩
の
よ
う
に
韻
律
を
伴
っ
た
、

或
は
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
容
易
に
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
大
詩
人
の
甘
い
繊
細
な
言
葉
の
中
に
私
は
大
い
な
る
情
感
を
味
わ
っ
た
、
そ
し
て
タ
ゴ
ー
ル
の

話
が
私
は
大
変
気
に
入
っ
た
。」
大
隈
氏
の
長
い
講
演
の
後
で
高
楠
博
士
が
言
わ
れ
た
。「
大
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
文
学
の
影
響
が
長
い
間
百
人
に
及

ぶ
日
本
人
の
心
の
中
に
人
生
の
理
想
と
な
る
で
し
ょ
う
。
数
日
前
に
東
京
大
学
で
、
タ
ゴ
ー
ル
の
講
演
を
聞
い
て
、
数
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
と
ア
メ
リ
カ

人
の
学
者
が
称
賛
し
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。『
タ
ゴ
ー
ル
の
声
の
音
色
を
聞
く
と
水
晶
の
板
の
上
に
真
珠
が
散
ら
ば
っ
て
い
て
、
タ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
を
聞

く
と
一
つ
の
大
い
な
る
詩
の
本
の
よ
う
だ
』
と
。
し
か
し
私
に
も
全
く
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
歴
史
的
視
点
か
ら
想
像
す
る
な
ら
ば
、
二
、
三
千
年

昔
の
イ
ン
ド
の
大
詩
人
と
私
は
話
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
タ
ゴ
ー
ル
は
私
共
の
大
学
で
『
イ
ン
ド
の
日
本
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
に
関
し
て
講

演
を
さ
れ
た
。
氏
は
そ
の
時
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。『
本
当
の
こ
と
を
言
う
と
私
は
こ
の
講
演
の
真
の
演
題
は
〝
世
界
の
国
々
へ
の
日
本
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
〟
で
あ
る
の
が
正
し
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
私
は
イ
ン
ド
の
代
表
と
し
て
言
っ
て
い
る
。』
タ
ゴ
ー
ル
の
こ
の
大
事
な
言
葉
の
真
の
意
味
を

私
共
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

そ
の
日
非
常
に
優
秀
に
、
木
村
龍
寛
が
通
訳
の
役
目
を
果
し
て
、
タ
ゴ
ー
ル
は
大
変
満
足
し
て
喜
ば
れ
た
。
そ
の
時
か
ら
木
村
に
対
す
る
タ
ゴ
ー
ル

の
愛
情
と
信
頼
が
更
に
深
く
な
っ
た
。
ベ
ン
ガ
ル
語
で
木
村
の
優
秀
さ
と
、
彼
に
対
す
る
タ
ゴ
ー
ル
の
愛
情
を
見
て
、
歓
迎
会
に
出
席
し
て
い
る
日
本

人
た
ち
は
驚
い
た
。
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私
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
そ
の
一
年
後
即
ち
一
九
一
七
年
に
、
木
村
龍
寛
は
日
本
か
ら
カ
ル
カ
ッ
タ
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
研
究
と
教
授
の
仕
事
に
従

事
さ
れ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
と
木
村
は
常
に
連
絡
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
共
に
或
る
出
来
事
の
こ
と
を
こ
こ
で
述
べ
る
。

　

一
九
二
一
年
に
タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
が
創
立
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
の
タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
に
私
が
在
職
し
て
い
た
時
、

タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
の
元
の
学
生
ホ
リ
ロ
ン
ジ
ョ
ン・

グ
ホ
氏
が
私
に
言
わ
れ
た

―
「
タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
の
開
校
式
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
教

授
と
し
て
、
木
村
龍
寛
が
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
に
行
っ
て
五
、
六
日
留
ま
っ
た
。
そ
の
時
氏
は
日
本
の
僧
た
ち
の
伝
統
的
衣
を
着
て
い
た
。
そ
の
こ

と
が
す
べ
て
の
人
々
の
視
線
を
引
き
つ
け
た
。
夕
方
催
し
物
の
時
出
席
し
た
す
べ
て
の
人
々
の
面
前
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
代
表
の
教
授
木
村
龍
寛

が
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
集
「‘Balākā’

（『
渡
り
飛
ぶ
白
鳥
』）」
の
下
に
書
い
た
部
分
の
詩
を
暗
誦
さ
れ
た

―

　
『
今こ

の

度た
び　

ほ
ら
、
す
べ
て
を
破
壊
す
る
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

や
っ
て
来
た

　

 

苦
し
み
の
洪
水
が
呼
び
か
け
た

　

 

大
声
に
泣
き
叫
ぶ
声
に
浮
か
ん
で
行
く
』

　

朗
詠
を
氏
は
暗
誦
し
、
は
っ
き
り
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
の
開
校
式
の
お
め
で
た
い
日
に
出
席
し
た
す
べ
て
の
人
々

が
一
つ
に
な
っ
て
、
大
拍
子
を
し
た
。
タ
ゴ
ー
ル
自
ら
も
そ
の
日
木
村
の
ベ
ン
ガ
ル
語
の
詩
の
朗
詠
を
聞
い
て
喜
ば
れ
た
。
そ
の
魅
力
的
な
光
景
が
今

で
も
私
の
目
前
に
は
っ
き
り
浮
か
ぶ
」

　

木
村
龍
寛
の
詩
の
朗
詠
が
大
い
に
称
賛
さ
れ
た
主
な
理
由
は
、
氏
が
タ
ゴ
ー
ル
の
と
こ
ろ
で
多
く
の
詩
の
暗
誦
を
学
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

木
村
は
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
で
更
に
数
年
教
え
た
後
日
本
に
帰
国
し
た
。
日
本
で
立
正
大
学
で
仏
教
に
つ
い
て
教
鞭
を
と
る
た
め
に
就
職
さ
れ
、
一
九

五
五
年
迄
氏
は
立
正
大
学
の
い
ろ
い
ろ
な
学
部
の
行
政
的
任
務
に
も
就
か
れ
た
。
仏
教
の
教
授
の
ほ
か
に
氏
は
、
布
教
及
び
奉
仕
の
仕
事
を
さ
れ
た
。
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こ
の
他
に
も
氏
は
上
記
の
立
正
大
学
で
、
仏
教
哲
学
の
他
の
イ
ン
ド
哲
学
も
教
え
ら
れ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
時
、
木
村
龍
寛
は
、
イ
ン
ド
で
の
独
立
運
動
の
時
、
ネ
タ
ジ・

シ
ュ
バ
シ
ュ
チ
ョ
ン
ド
ロ・

ボ
シ
ュ
を
十
分
援
助
さ
れ
た
。
ネ

タ
ジ
が
日
本
に
滞
在
中
、
ネ
タ
ジ
の
通
訳
の
役
目
を
果
し
た
。

　

一
九
五
六
年
十
一
月
イ
ン
ド
政
府
が
準
備
し
た
二
五
〇
〇
年
仏
陀
生
誕
祭
の
た
め
に
、
多
く
の
仏
教
国
の
学
者
グ
ル
ー
プ
の
多
く
の
会
員
の
一
人
と

し
て
、
氏
は
招
待
さ
れ
た
。
そ
の
時
日
本
の
代
表
と
し
て
、
中
村
元
博
士
を
一
緒
に
お
連
れ
し
て
、
木
村
龍
寛
も
最
後
の
機
会
と
し
て
イ
ン
ド
に
行
か

れ
た
。
デ
ー
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
主
な
大
会
の
後
、
国
に
帰
る
途
中
で
国
の
い
ろ
い
ろ
な
代
表
た
ち
が
カ
ル
カ
ッ
タ
に
来
ら
れ
た
時
、
ベ
ン
ガ
ル
仏
教

協
会
が
彼
等
の
歓
迎
の
た
め
に
会
を
催
さ
れ
た
。
上
記
の
歓
迎
会
に
お
い
て
主
催
さ
れ
た
の
は
、
協
会
の
会
長
、
カ
ル
カ
ッ
タ
高
等
裁
判
所
の
主
任
裁

判
官
ロ
マ
プ
ロ
シ
ャ
ッ
ド・

ム
コ
ッ
パ
ッ
ダ
エ
で
あ
っ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
パ
ー
リ
学
科
の
主
任
教
授
ノ
リ
ナ
コ・

ド
ッ
ト
博
士
も
こ
の
会
で
演

説
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
や
外
国
か
ら
来
た
学
者
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
日
本
の
代
表
木
村
龍
寛
が
上
記
の
歓
迎
会
で
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
地
方
語
で
演
説
を
し

て
皆
を
感
動
さ
せ
た
。
会
が
終
っ
た
後
木
村
氏
は
協
会
の
ボ
ル
ア
仏
教
会
の
数
人
の
知
り
合
い
の
会
員
と
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
喜
ば
れ
た
。
後

日
氏
は
一
人
で
、
朝
の
九
時
に
グ
レ
イ
ト・

イ
ー
ス
タ
ン・

ホ
テ
ル
か
ら
歩
い
て
、
再
び
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
寺
院
に
来
て
、
ド
ル
モ
パ
ル
比
丘
（
現
在
の

マ
ハ
ー
テ
ー
ラ
）
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
は
、
私
が
ド
ル
モ
パ
ル・

マ
ハ
ー
テ
ー
ラ
師
と
木
村
龍
寛

氏
二
人
の
口
か
ら
聞
い
た
。

　

他
方
木
村
氏
は
、
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
と
シ
ャ
ミ・

ビ
ベ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
哲
学
を
広
め
る
た
め
に
も
助
力
さ
れ
た
。
一
九
五
八
年
氏
は
、
日
本
の

ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ・

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
協
会
の
会
長
の
地
位
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
か
ら
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
氏
は
、
日
本
人
た
ち
に
、

タ
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
、
更
に
生
き
生
き
と
広
め
ら
れ
た
。

　

一
九
六
五
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、
木
村
龍
寛
は
八
十
三
歳
の
時
、
天
国
に
旅
立
た
れ
た
。

　

氏
は
、
印
日
の
文
化
史
の
一
つ
の
重
要
な
橋
を
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

氏
は
英
語
で
八
巻
と
日
本
語
で
五
巻
の
本
と
百
の
論
文
を
書
か
れ
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
ご
く
特
別
な
い
く
つ
か
の
表
を
こ
こ
に
掲
げ
る
。
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一
、「
イ
ン
ド
で
の
仏
教
の
最
後
の
変
革
と
容
易
な
伝
達
」

　
　
　

二
、「
仏
教
の
中
心
の
別
の
場
所
」

　
　
　

三
、「
ベ
ン
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
協
会
の
集
め
ら
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
写
本　

第
五
巻
─
仏
教
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
表
の
紹
介
」

　
　
　

四
、「
大
乗
仏
教
の
統
一
運
動
と
仏
教
タ
ン
ト
ラ
」

　
　
　

五
、「
シ
ュ
バ
シ
ュ
チ
ョ
ン
ド
ロ・

ボ
シ
ュ
の
運
動
と
イ
ン
ド
の
独
立
」

　
　
　

六
、「
初
期
仏
教
諸
学
派
の
歴
史
へ
の
導
入
─
オ
シ
ュ
ト
シ
ュ・

ム
ッ
ケ
ル
ジ
銀
記
念
祭
の
巻
」

　
　
　

七
、「
日
蓮
と
妙
法
蓮
華
経
」

　
　
　

八
、「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
」

　
　
　

九
、「
イ
ン
ド
の
現
代
の
思
想
」

　
　
　

十
、「
イ
ン
ド
の
階
級
の
普
遍
性
と
特
別
性
」

　
　

十
一
、「
イ
ン
ド
の
未
来
」

　
　

十
二
、「
仏
陀
の
悟
り
を
開
か
れ
た
場
所
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
と
そ
の
再
生
運
動
」

　
　

十
三
、「
イ
ン
ド
人
の
性
格
の
特
性
」

　
　

十
五
、「
イ
ン
ド
の
有
史
前
の
物
の
発
掘
と
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
族
の
文
明
」

　
　

十
七
、「
イ
ン
ド
と
阿
育
王
の
成
功
」

　
　

十
八
、「
イ
ン
ド
人
の
特
徴
と
そ
の
未
来
」

　
　

十
九
、「
阿
育
王
の
法
」

　
　

二
十
、「
イ
ン
ド
の
歴
史
」

　

二
十
一
、「
小
乗
と
大
乗
と
い
う
術
語
の
歴
史
的
研
究
と
大
乗
仏
教
の
起
源
」
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二
十
二
、「
イ
ン
ド
仏
教
の
原
始
的
及
び
発
展
的
教
義
」

　

二
十
三
、「
仏
教
と
は
何
ぞ
や
」

付
記

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
局
チ
ー
フ・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
東
京
外
国
語
大
学
講
師　

渡
辺
一
弘
氏
に
分
ら
な
い
所
を
御
教
示
頂
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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